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弘前駅9：00＝＝＝＝鬼神社（鬼伝説）＝＝＝佐藤製菓経由＝＝＝撫牛子八幡宮の鬼コ＝＝＝

三社神社の鬼コ ＝＝＝津軽あかつきの会昼食（津軽伝承料理）＝＝＝＝石川八幡宮の鬼コ

＝＝＝道の駅ひろさきサンフェスタいしかわ（買い物）＝＝＝＝弘前駅15：20解散

旅行業務取扱管理者とは、お客様の旅行を取扱う営業所での取引の責任者です。この旅行の契約に関し、
担当者からの説明にご不明な点がありましたら、ご遠慮なく上記の旅行業務取扱管理者にご質問ください。

＜旅行企画・実施＞

〒030-0945青森市桜川3丁目１２-８（また旅はうす1Ｆ）
《 営業時間午前１０時から午後４時休業日／土日祝日》

TEL：017-752-6705 FAX：017-752-6704
青森県知事登録旅行業第2-160号
（一社）全国旅行業協会会員

株式会社また旅くらぶ
国内旅行業務取扱管理者 高木 まゆみ

お申し込みの際には必ず旅行条件書（全文）をお受け取りいただき、事前に内容をご確認の上、お申し込みください

詳しくは古津軽HPをご覧ください。

◆鬼伝説
津軽には「鬼」がいます。川沿いに点在する神社の鳥居には個性豊かな「鬼コ」が鎮座。鬼の文字がつく地名があった
り、鬼を祀った神社もあります。津軽の鬼は、悪い鬼ではなく、「人々を助ける良い鬼」。今も謎に包まれた鬼の伝説が
多く残っています。
◆古津軽の伝承料理
津軽地方の農家は、お米づくりだけではなく、雪に閉ざされる冬の備えとして、野菜・果物・山菜・木の実などを干し
たり塩漬けや発酵させて保存食もつくっています。古津軽の伝承料理は、雪深い地域ならではの工夫を受け継いで
きた昔ながらのお母さんの味です。
◆津軽当物駄菓子
津軽地方には、昔から、「当物（あてもの）」と呼ばれるくじ駄菓子がありました。佐藤製菓さんは、昭和27年創業以来、
津軽に戦前から伝わるくじ付き駄菓子の伝統と味を守り続けています。駄菓子をプレゼントします。

撫牛子八幡宮の鬼コ

■ 出発日：2021年10月24日（日）

■ 参加料：お一人様 大人6,500円

■ 参加料に含まれるもの：行程内の貸切バス、初穂料、昼食代

■ 集合場所：弘前駅城東口前 8：50分 ■ 募集人員：15名様（最少催行10名様）

■ 締切日：10月20日（水） ■ 申込先：また旅くらぶ TEL017-752-6705

鬼伝説と古津軽の伝承料理
～津軽のいい鬼と出会い、ばっちゃの郷土料理を味わう「古津軽たび」～
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